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北
宋
期
に
お
け
る
懺
法
の
実
修

加　

藤　

正　

賢

一　

問
題
の
所
在

　

懺
法
は
、
梁
代
に
成
立
し
て
以
後
、
隋
・
唐
代
に
お
い
て
種
々
の
儀
則
が
整
っ
て
い
っ
た
法
会
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
僧
侶
が
違
反

し
た
罪
過
を
懺
悔
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
国
家
・
民
衆
な
ど
が
治
病
・
延
寿
・
除
災
を
願
う
現
世
利
益
の
特
徴
も
あ
げ
ら
れ

る
。
先
学
の
研
究
で
も
、
中
国
仏
教
で
実
修
さ
れ
た
懺
法
に
は
、
現
世
利
益
の
一
面
を
持
つ
と
述
べ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
多
く
は
、
各

懺
法
の
成
立
が
中
心
で
、
時
代
ご
と
の
特
徴
は
あ
ま
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
）
1
（

い
。
自
身
は
、「
懺
悔
」
と
「
現
世
利
益
」
の
二
面
か
ら

既
に
梁
・
隋
・
唐
・
北
宋
期
初
頭
（
十
世
紀
後
半
の
み
）
に
お
け
る
各
時
代
の
懺
法
の
様
相
を
述
べ
て
き
）
2
（

た
。

　

本
稿
で
は
、
北
宋
期
（
九
六
〇
〜
一
一
二
七
）
の
懺
法
に
つ
い
て
、
基
礎
史
料
に
、
咸
淳
五
年
（
一
二
六
九
）、
志
磐
（
生
没
年
不

詳
）
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『
仏
祖
統
）
3
（

紀
』
を
用
い
、
同
時
代
の
、
懺
法
が
ど
の
よ
う
に
実
修
さ
れ
た
か
、
国
家
の
動
向
と
趙
宋
天
台
の

動
向
も
含
め
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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二　

『
仏
祖
統
紀
』
に
お
け
る
懺
法
の
事
例

　

本
章
で
は
ま
ず
、『
仏
祖
統
紀
』
に
み
ら
れ
る
懺
法
の
実
例
に
、
逐
次
、「
番
号
、
典
拠
（
僧
侶
名
・
頁
・
段
）、
本
文
、
大
意
、
年

号
」
を
左
記
に
列
挙
し
た
。（
○
○
〜
○
○
頁
参
照
）
な
お
、
本
部
中
の
懺
法
（
ま
た
は
、
懺
法
に
関
す
る
事
例
）
の
記
載
に
は
縦
線
を

記
し
た
。
事
例
は
、
三
十
例
で
あ
る
。

『
仏
祖
統
紀
』
に
お
け
る
懺
法
の
事
例
一
覧
表

№

典
拠

本
文

大
意

年
号

①
「
法
智
知
礼
」

一
九
三
ａ

乃
与
異
聞
結
十
同
志
。
修
法
華
懺
三
載
期
満
。

知
礼
は
、
異
聞
ら
十
人
の
僧
侶
と
法
華
懺
法
を
三
年
実

修
し
た
。

天
喜
元
年

（
一
〇
一
七
）

②

同
右

一
九
三
ａ

復
結
十
僧
修
大
悲
懺
法
三
載
以
酬
素
願
。

知
礼
は
、
十
人
の
僧
侶
と
と
も
に
大
悲
懺
法
を
三
年
間

実
修
し
た
。

天
喜
元
年

（
一
〇
一
七
）

③

同
右

一
九
三
ａ

五
年
。
上
聞
師
為
道
勤
至
。
遣
内
侍
兪
源
清
至
寺
。

命
修
法
華
懺
三
日
。
為
国
祈
福
。
源
清
欲
知
懺
法
旨

趣
。
為
述
修
懺
要
旨
。

天
喜
五
年
に
、
知
礼
が
修
道
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た

真
宗
が
、
源
清
を
遣
わ
し
、
国
家
安
寧
の
た
め
法
華
懺

法
を
三
日
間
実
修
す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
の
時
、
源
清

は
、
懺
法
の
趣
旨
を
知
ろ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
知
礼

は
、
懺
法
の
要
旨
を
述
し
た
。

天
喜
五
年

（
一
〇
二
一
）

④
「
法
師
咸
潤
」

二
〇
五
ｂ

天
聖
三
年
。
徙
居
会
稽
永
福
。
聚
徒
五
百
。
日
遣
衆

行
化
以
供
二
時
。
嘗
造
普
賢
像
率
衆
行
道
。
大
士
放

光
證
明
。
時
人
尊
之
。
曰
懺
主
。

天
聖
三
年
に
、
会
稽
山
の
永
福
寺
に
住
持
し
、
普
賢
菩

薩
の
像
を
造
り
、
大
衆
と
共
に
行
道
を
し
た
と
こ
ろ
、

仏
像
よ
り
放
光
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
皆
、
咸
潤
を
懺

主
と
尊
称
し
た
。

天
聖
三
年

（
一
〇
二
五
）
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⑤
「
法
師
遵
式
」

二
〇
七
ａ

雍
熙
元
年
。
来
学
四
明
年
二
十
二
道
中
夢
老
僧
謂

曰
。
吾
文
殊
和
尚
也
。
及
見
宝
雲
。
正
所
夢
僧
即
北

面
受
業
。
未
幾
知
解
秀
出
。
知
者
諱
日
然
頂
終
朝
。

誓
力
行
四
三
昧
。

雍
熙
元
年
、
四
明
山
に
学
ん
で
二
十
二
年
、
夢
託
に
老

僧
が
現
れ
、「
私
は
文
殊
菩
薩
で
あ
る
」
と
奇
瑞
が

あ
っ
た
。
す
る
と
、
す
ぐ
に
知
解
の
力
が
身
に
つ
い

た
。
さ
ら
に
精
進
す
る
と
誓
い
四
種
三
昧
を
実
修
し
た
。

雍
熙
元
年

（
九
八
四
）

⑥

同
右

二
〇
七
ｂ

咸
平
三
年
真
宗
四
明
大
旱
。
郡
人
請
祈
雨
。
師
同
法

智
異
聞
師
。
率
衆
行
請
観
音
三
昧
。
冥
約
三
日
不
雨

当
焚
其
躯
。
如
期
雨
大
至
。
太
守
蘇
為
建
碑
以
述
霊

異
。
四
年
。
寓
慈
溪
大
雷
山
。
治
定
請
観
音
消
伏
毒

害
懺
儀
。

咸
平
三
年
に
四
明
に
て
大
旱
魃
が
あ
り
、
郡
人
が
祈
雨

を
願
い
出
た
。
そ
し
て
、
法
智
と
共
に
、
請
観
音
三
昧

を
実
修
し
た
と
こ
ろ
、
降
雨
が
あ
っ
た
。
翌
年
に
、

『
請
観
音
消
伏
毒
害
懺
儀
』
を
定
め
た
。

咸
平
三
年

（
一
〇
〇
一
）

⑦

同
右

二
〇
七
ｃ

時
東
山
結
懺
会
。
天
大
旱
。
師
卓
錫
石
縫
。
泉
即
激

涌
今
石
眼
泉
七
年
。

東
山
に
て
、
懺
法
を
結
ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
、
旱
魃
が
起

こ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
遵
式
は
、
錫
杖
で
石
を
叩
く

と
水
が
溢
れ
出
し
た
。

祥
符
四
年

（
一
〇
一
一
）

⑧

同
右

二
〇
七
ｃ

寺
西
有
陳
時
所
植
桧
。
巣
寇
燎
燬
僅
存
枯
枿
。
是
年

冬
枝
葉
復
生
。
因
名
重
栄
桧
。
賦
詩
刻
石
。
以
兆
道

場
重
建
之
瑞
。
治
定
往
生
浄
土
懺
儀
。

一
度
枯
れ
た
葉
が
再
び
生
じ
重
栄
桧
と
名
付
け
て
詩
を

石
に
刻
ん
だ
。
そ
し
て
、
道
場
再
建
の
瑞
兆
と
す
る
と

と
も
に
、
ま
た
、『
往
生
浄
土
懺
儀
』
を
定
め
た
。

祥
符
八
年

（
一
〇
一
五
）

⑨

同
右

二
〇
八
ａ

乾
興
元
年
。
章
懿
太
后
仁
宗
母
華
氏
。
銭
塘
人
。
其

父
仁
徳
以
師
薫
修
精
進
。
遣
使
齎
白
金
百
両
。
命
於

山
中
為
国
行
懺
。
師
為
著
金
光
明
護
国
道
為
静
上

之
。

章
懿
太
后
が
、
山
中
に
お
い
て
父
の
た
め
に
懺
法
を
行

う
よ
う
命
じ
た
。
遵
式
は
『
金
光
明
護
国
道
場
儀
』
を

記
し
こ
れ
を
上
呈
し
た
。

乾
興
元
年

（
一
〇
二
二
）

⑩

同
右

二
〇
八
ｃ

仁
宗
閲
師
所
進
光
明
護
国
儀
。
至
聖
帝
仁
王
慈
臨
無

際
之
文
。
撫
几
歎
曰
。
朕
得
此
人
足
以
致
治
。
亟
令

宣
召
則
已
入
寂
矣
。
師
始
出
家
。
郡
校
諸
生
。
慕
師

才
俊
勉
回
業
儒
。
為
詩
答
盧
積
。
中
有
真
空
是
選
場

大
覚
為
官
位
之
句
。
人
多
誦
之
。
常
行
三
昧
。
以
九

仁
宗
は
、『
光
明
護
國
儀
』
を
読
み
、
遵
式
を
褒
め
た

た
え
、
直
ち
に
呼
ぼ
う
と
し
た
が
、
既
に
遵
式
は
亡
く

な
っ
て
い
た
。
生
前
、
遵
式
は
、
常
行
三
昧
を
九
十
日

間
実
修
し
て
い
た
。
ま
た
、
光
明
懺
殿
を
建
て
る
時

に
、
壁
に
大
悲
呪
を
七
編
唱
え
、
加
被
力
を
示
し
た
。

十
一
世
紀
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十
日
為
期
。
於
行
道
四
隅
置
𨫼
熾
炭
。
遇
困
倦
則
漬

手
於
𨫼
。
十
指
唯
存
其
三
。
其
建
光
明
懺
殿
。
毎
架

一
椽
甃
一
甓
。
則
誦
大
悲
呪
七
遍
以
示
聖
法
加
被
。

不
可
沮
壊
之
意
。

⑪
「
法
師
異
聞
」

二
〇
九
ｂ

同
法
智
結
十
僧
。
行
長
懺
三
年
。

知
礼
は
、
十
人
の
僧
侶
と
懺
法
を
三
年
実
修
し
た
。

十
一
世
紀

初
頭

⑫
「
法
師
祖
韶
」

二
一
〇
ａ

慈
雲
将
居
草
堂
。
謂
師
曰
。
汝
当
往
代
本
如
居
能

仁
。
而
俾
之
来
継
此
山
。
師
即
著
草

。
欣
然
而

行
。
至
江
浜
呼
其
回
曰
。
吾
試
汝
耳
。
汝
当
竟
住
此

山
。
師
既
奉
命
。
一
遵
成
規
。
講
訓
之
外
。
行
四
三

昧
為
常
課
。

遵
式
の
師
示
に
よ
り
、
大
衆
の
模
範
と
な
る
よ
う
精
進

し
、
講
説
の
他
に
四
種
三
昧
を
常
に
実
修
し
た
。

十
一
世
紀
頃

⑬
「
法
師
清
鑑
」

二
一
〇
ｂ

為
慈
雲
撰
熾
盛
光
念
誦
儀
序
。
其
略
云
。
慈
雲
尊

者
。
以
行
光
教
門
。
弟
子
清
鑑
。
以
所
禀
四
種
三
昧

行
法
遺
編
。
独
熾
底
光
未
広
流
布
。
遂
因
其
旧
五

章
。
補
助
始
末
。
加
示
法
釈
疑
之
二
。
以
為
七
科
。

師
で
あ
る
遵
式
が
撰
し
た
『
熾
盛
光
念
誦
儀
序
』
が
広

く
流
布
し
て
い
な
い
た
め
、
補
足
を
し
て
細
か
な
章
節

に
分
け
た
。

十
一
世
紀
頃

⑭
「
懺
主
思
永
」

二
一
〇
ｂ

久
親
慈
雲
勤
修
浄
行
。
時
衆
高
之
。
謂
足
上
擬
其

師
。
亦
称
懺
主
。

思
永
は
、
師
で
あ
る
遵
式
と
共
に
勤
行
に
励
み
、
大
衆

は
思
永
の
姿
を
遵
式
に
な
ぞ
ら
え
た
。
ま
た
懺
主
と
称

し
た
。

十
一
世
紀
頃

⑮
「
法
師
思
義
」

二
一
一
ａ

師
歴
修
四
三
昧
行
。
忽
首
上
生
一
肉
癭
。
夜
夢
功
徳

天
食
之
以
桃
其
疾
即
消
。

思
義
は
、
師
の
知
礼
が
実
修
し
た
四
種
三
昧
を
行
っ

た
。
す
る
と
首
に
瘤
が
出
来
た
が
、
夜
、
夢
に
功
徳
天

が
現
れ
、
治
病
し
た
。

十
一
世
紀

⑯
「
法
師
知
深
」

二
一
二
ａ

建
光
明
期
懺
会
。
二
十
年
如
一
日
。

知
深
は
、
光
明
期
懺
会
を
二
十
年
間
実
修
し
た
。

十
二
世
紀
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⑰
「
法
師
若
愚
」

二
一
二
ｃ

靖
康
丙
午
九
月
。
謂
其
徒
曰
。
吾
夢
神
人
告
曰
。
汝

同
学
則
章
。
得
普
賢
行
願
三
昧
。
已
生
浄
土
。
彼
方

待
汝
曷
可
淹
留
。
即
命
衆
諷
観
経
甫
畢
。
乃
云
。
聖

相
現
前
吾
其
往
矣
。

靖
康
元
年
、
若
愚
は
神
人
か
ら
の
託
宣
で
、
普
賢
行
願

三
昧
に
励
め
ば
浄
土
に
生
ず
、
と
聞
い
た
。
す
る
と
、

聖
相
が
現
れ
た
。

靖
康
元
年

（
一
一
二
六
）

⑱
「
法
師
本
如
」

二
一
四
ａ

嘗
集
百
僧
修
法
華
長
懺
一
年
。
瑞
験
屢
見
。

本
如
は
、
法
華
懺
法
を
一
年
、
百
人
の
僧
侶
と
実
修
し

た
間
、
し
ば
し
ば
瑞
兆
を
み
た
。

祥
符
四
年

（
一
〇
一
一
）

⑲
「
法
師
慧
舟
」

二
一
六
ｂ

投
四
明
為
学
数
載
。
而
業
成
乃
曰
。
法
智
有
訓
。
仏

道
甚
夷
。
行
之
惟
艱
。
謂
四
三
昧
也
。
天
聖
初
。
結

同
学
十
人
行
大
悲
行
法
者
三
年
。
結
十
四
人
行
普
賢

行
法
者
又
三
年
。

知
礼
は
四
種
三
昧
を
重
ん
じ
、
天
聖
の
初
め
頃
、
大
衆

十
人
と
大
悲
行
法
を
三
年
実
修
し
、
同
じ
く
、
大
衆
十

四
人
普
賢
行
法
を
三
年
実
修
し
た
。

天
聖
年
間

初
頭

⑳
「
法
師
継
忠
」

二
一
七
ａ

即
詣
南
湖
依
広
知
学
。
労
苦
得
疾
。
乃
行
請
観
音
三

昧
。
蒙
大
士
放
光
以
水
灌
頂
其
疾
即
愈
。
既
而
洞
悟

教
観
無
所
凝
滞
。
広
知
深
器
之
。

継
忠
は
、
労
苦
か
ら
病
に
な
っ
た
が
、
請
観
音
三
昧
を

実
修
し
た
と
こ
ろ
、
観
音
菩
薩
か
ら
の
放
光
と
灌
頂
に

よ
っ
て
治
癒
し
た
。

十
一
世
紀
頃

㉑
「
法
師
處
謙
」

二
一
八
ａ

熙
寧
乙
卯
四
月
丙
寅
。
晨
興
沐
浴
更
衣
。
集
衆
諷
普

賢
行
法
阿
弥
陀
経
。
乃
曰
。
吾
得
無
生
日
用
久
矣
。

今
以
無
生
而
生
浄
土
。
即
入
定
寂
然
。

熙
寧
八
年
に
、
處
謙
は
、
沐
浴
し
、
弟
子
を
集
め
て
普

賢
行
法
を
実
修
し
、
阿
弥
陀
経
を
読
誦
し
た
折
、
時
機

が
き
た
と
の
べ
、
そ
の
ま
ま
入
滅
し
た
。

熙
寧
八
年

（
一
〇
七
五
）

㉒
「
法
師
有
厳
」

二
一
八
ｂ

即
往
東
山
学
於
神
照
一
心
三
観
之
道
。
法
華
三
昧
之

行
。
莫
不
神
解
。
而
躬
行
之
。
時
法
真
同
居
会
中
。

謂
之
曰
。
子
雖
晩
出
当
大
成
器
。

有
厳
は
、
神
照
の
下
で
参
学
し
、
空
・
仮
・
中
の
一
心

三
観
を
修
め
法
華
三
昧
を
実
修
し
た
。

十
世
紀
頃

㉓
「
法
師
法
宗
」

二
一
九
ｃ

日
親
法
誨
。
依
止
観
修
大
悲
三
昧
。
綿
歴
九
載
。
人

目
之
為
懺
主
。
凡
寿
事
祈
疾
悉
獲
聖
応
。

法
宗
は
、
止
観
行
と
し
て
、
大
悲
三
昧
を
九
年
間
実
修

し
、
人
々
が
懺
主
と
呼
ん
だ
。

十
二
世
紀
頃

㉔
「
法
師
中
立
」

二
二
〇
ｂ

歳
懺
行
江
浙
延
慶
為
最
盛
。
択
其
徒
修
法
華
懺
者
。

七
年
。
行
法
将
円
。
禅
観
中
見
一
大
舟
。
衆
欲
乗
不

可
。
唯
師
坐
其
中
以
行
。

中
立
は
、
江
浙
の
延
慶
寺
に
て
懺
法
を
盛
ん
に
実
修
し

た
。
ま
た
、
大
衆
と
法
華
懺
法
を
七
年
間
行
っ
た
。
す

る
と
奇
瑞
と
し
て
船
が
現
れ
た
が
、
乗
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
中
立
の
み
で
あ
っ
た
。

十
二
世
紀
頃
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㉕
「
法
師
浄
梵
」

二
二
一
ｂ

師
製
期
懺
規
式
。
二
浙
至
今
行
之
。
嘗
依
讖
訳
光

明
。
別
製
懺
儀
。
与
衆
同
修
。
感
格
屢
見
。
禅
観
之

処
衆
見
金
甲
神
王
跪
於
座
前
。
後
於
一
処
期
懺
。
見

韋
天
按
行
懺
室
。

浄
梵
は
、
懺
法
の
規
式
を
作
り
、
大
衆
と
と
も
に
こ
れ

を
行
じ
、
し
ば
し
ば
奇
瑞
を
見
た
。
後
に
、
懺
法
を
実

修
し
た
と
こ
ろ
、
韋
駄
天
が
堂
宇
を
巡
っ
て
い
る
の
を

見
た
。

十
二
世
紀
頃

㉖
「
行
人
宗
利
」

二
二
一
ｃ

往
姑
蘇
依
神
悟
。
即
入
普
賢
懺
室
。
要
期
三
載
。
忽

夢
亡
母
謝
曰
。
蒙
汝
懺
功
已
獲
生
処
。
又
見
普
賢
従

空
過
前
。
懺
畢
復
往
霊
芝
謁
大
知
律
師
。
増
受
戒

法
。
夢
大
知
在
座
呼
宗
利
名
。

宗
利
は
、
姑
蘇
の
神
悟
に
師
事
し
、
普
賢
懺
法
を
三
年

実
修
し
た
と
こ
ろ
、
夢
に
亡
母
親
が
現
れ
、「
懺
法
の

功
徳
に
よ
り
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
」
と
述
べ
た
。
ま

た
、
普
賢
菩
薩
が
空
中
を
過
ぎ
る
の
を
見
た
。

十
二
世
紀
頃

㉗
「
行
人
能
師
」

二
二
九
ｂ

入
懺
室
四
十
載
。
六
時
行
道
雖
病
不
廃
。
唯
不
食
数

日
其
病
自
愈
。

能
師
は
、
懺
法
を
四
十
年
実
修
し
続
け
、
病
気
の
時
も

六
時
行
道
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
数
日
の
断
食
で
病
は
治

癒
し
た
。

十
二
世
紀
頃

㉘
「
法
師
仁
岳
」

二
四
一
ｂ

与
十
同
志
修
請
観
音
三
昧
。
因
疾
有
間
。
宴
坐
静
室

恍
如
夢
覚
。

仁
岳
は
、
十
人
の
同
志
と
請
観
音
三
昧
を
実
修
し
て
い

た
が
、
病
に
よ
り
別
室
で
休
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
ほ
の

か
な
明
り
で
夢
か
ら
覚
め
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

十
一
世
紀

中
期

㉙

右
同

二
四
一
ｃ

明
修
證
深
旨
。
則
有
楞
厳
懺
儀
。

仁
岳
は
、
修
行
の
実
習
で
重
要
な
の
は
、
け
が
れ
を
摧

破
す
る
楞
厳
懺
儀
で
あ
る
と
明
か
し
た
。

十
一
世
紀

㉚
「
法
師
延
寿
」

二
六
四
ｃ

後
於
国
清
行
法
華
懺
。
夜
見
神
人
持
戟
而
入
。

延
寿
は
、
国
清
寺
で
法
華
懺
法
を
実
修
し
た
。
夜
に
、

戟
刀
を
持
っ
た
神
人
が
入
る
の
を
み
た
。

十
世
紀
頃

こ
の
事
例
を
、
時
代
ご
と
に
区
分
し
て
み
る
と
、

　

十
世
紀
後
半
…
⑤
・
㉒
・
㉚

　

十
一
世
紀
…
①
・
②
・
③
・
④
・
⑥
・
⑦
・
⑧
・
⑨
・
⑩
・
⑪
・
⑫
・
⑬
・
⑭
・
⑮
・
⑱
・
⑲
・
⑳
・
㉑
・
㉘
・
㉙

　

十
二
世
紀
…
⑯
・
⑰
・
㉓
・
㉔
・
㉕
・
㉖
・
㉗

と
な
る
。
そ
し
て
、
知
礼
（
九
六
〇
〜
一
〇
二
八
）
と
遵
式
（
九
六
四
〜
一
〇
二
三
）
と
彼
ら
の
同
派
・
法
系
（
弟
子
）
に
関
わ
る
懺
法
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の
実
修
（
十
世
紀
後
半
〜
十
一
世
紀
）
を
み
て
い
く
と
、

　

知
礼
…
①
・
②
・
③
・
⑪
・
⑮
・
⑱
・
⑲
・
㉑
・
㉒
・
㉘
・
㉙

　

遵
式
…
⑤
・
⑥
・
⑦
・
⑧
・
⑨
・
⑩
・
⑫
・
⑬
・
⑭
・
⑳

と
な
る
。
先
の
一
覧
か
ら
総
合
す
る
と
、
こ
の
時
期
の
懺
法
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
知
礼
・
遵
式
の
両
者
と
同
派
、
そ
の
法
系
の
実
修

で
あ
る
。
知
礼
と
遵
式
は
、
共
に
天
台
山
家
）
4
（

派
に
属
し
、
知
礼
は
、
道
号
を
四
明
と
称
し
、
法
智
大
師
の
名
を
特
賜
さ
れ
て
い
る
。
淳
化

二
年
（
九
九
一
）
に
乾
符
寺
に
住
し
た
後
、
至
道
元
年
（
九
九
五
）
に
、
四
明
山
延
慶
寺
に
移
り
、
天
台
教
学
の
教
化
に
勤
め
た
。
遵
式

は
、
慈
雲
尊
者
と
も
呼
ば
れ
、
天
台
を
学
び
つ
つ
浄
土
教
に
も
精
通
し
、
至
道
二
年
（
九
九
六
）
に
は
、
四
明
山
宝
雲
寺
に
お
い
て
、
念

仏
を
修
し
）
5
（

た
。

　

ま
ず
、
知
礼
に
関
係
す
る
懺
法
の
事
例
を
み
る
。
①
は
、
異
聞
ら
十
人
と
共
に
法
華
懺
法
を
実
修
し
て
い
る
。
な
お
、
異
聞
の
実
修
に

関
し
て
は
、
⑩
に
、
長
懺
で
は
あ
る
が
、
知
礼
と
十
人
の
僧
侶
が
実
修
し
て
お
り
、
同
じ
内
容
と
思
わ
れ
る
。
②
は
、
大
悲
懺
法
を
三
年

実
修
し
て
い
る
。
大
悲
懺
法
は
、
知
礼
が
編
纂
し
た
懺
法
で
あ
）
6
（
り
、
同
等
の
内
容
は
、
彼
の
弟
子
で
あ
る
⑲
慧
舟
の
項
に
、
大
悲
懺
法
を

三
年
行
っ
た
と
あ
り
、
ま
た
、
知
礼
が
、
四
種
三
昧
を
重
ん
じ
て
い
る
記
載
が
あ
る
。「
四
種
三
昧
」
は
、
天
台
で
実
修
さ
れ
る
修
行
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
行
法
の
中
に
は
、
懺
法
の
実
修
が
、
二
儀
則
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
他
の
二
つ
の
三
昧
も
含
め
、「
四
種
三
昧
」
を
改

め
て
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
）
7
（
る
。
③
は
、
北
宋
第
三
代
皇
帝
、
真
宗
（
九
六
八
〜
一
〇
二
二
）
の
命
を
受
け
た
天
台
山
外
派
源
清

の
求
め
に
よ
り
懺
法
の
宗
旨
を
作
成
し
て
い
る
。

　

①
〜
③
以
降
は
、
知
礼
の
法
系
に
あ
た
る
僧
侶
の
実
修
で
あ
る
。
知
礼
の
弟
子
⑮
思
義
は
、
四
種
三
昧
に
よ
り
治
病
し
、
⑱
本
如
は
、

法
華
懺
法
の
実
修
か
ら
奇
瑞
が
、
㉘
・
㉙
仁
岳
は
、
請
観
音
三
昧
（
請
観
音
消
伏
毒
害
三
昧
儀
）
等
を
実
修
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
如
の

弟
子
と
な
る
㉑
處
謙
は
、
普
賢
行
法
（
法
華
懺
法
）
を
、
㉒
有
厳
は
、
法
華
三
昧
（
法
華
懺
法
）
を
そ
れ
ぞ
れ
実
修
し
、
知
礼
の
法
系
で

も
、
脈
々
と
懺
法
が
実
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

次
に
、
遵
式
に
関
わ
る
懺
法
の
事
例
を
み
る
。
ま
ず
⑤
は
、
四
種
三
昧
で
あ
る
。
遵
式
の
四
種
三
昧
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
『
仏
祖
統
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紀
』「
名
文
光
教
志
第
十
八
之
二
」
で
は
「
四
種
三
昧
人
所
難
行
者
。
悉
行
之
。
斯
慈
雲
之 

極
言
）
8
（

也
。」 

と
あ
り
、
知
礼
と
同
じ
く
四
種
三

昧
を
重
ん
じ
て
い
た
。
⑥
・
⑦
は
、
民
衆
と
関
わ
る
懺
法
と
な
る
。
二
つ
の
事
例
は
、
共
に
水
を
請
う
た
め
の
懺
法
で
あ
り
、
現
世
利
益

を
含
ん
で
い
る
。
⑥
で
は
、
咸
平
四
年
に
『
請
観
音
消
伏
毒
害
懺
儀
』
を
新
た
に
作
成
し
て
い
る
。
⑧
は
、
冬
季
に
芽
吹
い
た
葉
を
道
場

再
建
の
瑞
兆
と
し
、
浄
土
懺
法
を
実
修
し
て
い
る
。
⑨
・
⑩
は
、
国
家
、
皇
帝
に
関
わ
る
懺
法
と
な
る
。
⑨
は
、
章
懿
太
后
（
九
八
七
〜

一
〇
三
二
）
た
め
に
、『
金
光
明
最
勝
懺
儀
』
を
作
成
し
、
⑩
は
、
北
宋
第
四
代
皇
帝
、
仁
宗
（
一
〇
一
〇
〜
一
〇
六
三
）
と
間
接
的
で

は
あ
る
が
懺
法
に
関
わ
る
事
例
と
な
る
。

　

⑤
〜
⑩
以
降
は
、
遵
式
の
法
系
の
動
向
と
な
る
。
ま
ず
、
⑫
祖
韶
は
、
遵
式
の
教
え
か
ら
四
種
三
昧
を
実
修
し
て
お
り
、
⑬
清
鑑
は
、

遵
式
が
作
成
し
た
『
熾
盛
光
念
誦
儀
序
』
の
流
布
に
勤
め
、
⑭
思
永
は
、
遵
式
の
教
え
に
精
進
し
、
⑳
継
忠
は
、
請
観
音
三
昧
を
実
修
し

治
病
し
て
い
る
。
遵
式
の
法
系
で
も
、
懺
法
を
実
修
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、
十
二
世
紀
以
降
の
事
例
で
も
、
知
礼
と
遵
式

の
系
譜
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
ず
、
知
礼
の
法
系
で
は
、
㉓
法
宗
は
大
悲
懺
法
、
㉔
中
立
は
法
華
懺
法
等
を
実
修
し
、
㉕
浄
梵
は
、
懺
法

の
規
式
を
制
定
、
実
修
し
、
㉖
宗
利
は
普
賢
懺
法
（
法
華
懺
法
）、
㉗
行
人
能
師
は
、
懺
法
を
実
修
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
㉔
中
立
の
項

か
ら
は
、
延
慶
寺
に
て
懺
法
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
遵
式
の
法
系
で
も
、
⑯
知
深
は
、
金
光
明
最
勝
懺

儀
、
⑰
若
愚
が
普
賢
懺
法
（
法
華
懺
法
）
を
実
修
し
て
い
る
。

　

以
上
、
知
礼
と
遵
式
と
彼
ら
の
法
系
に
み
え
る
懺
法
の
事
例
を
み
て
き
た
。
知
礼
と
遵
式
の
共
通
点
と
し
て
、
㈠
懺
法
の
重
要
視
、
㈡

新
た
な
懺
法
の
作
成
・
編
纂
、
㈢
国
家
、
皇
帝
の
た
め
の
懺
法
の
編
纂
・
実
修
が
あ
げ
ら
れ
る
。
国
家
・
皇
帝
に
関
わ
る
懺
法
は
、
梁
代

以
降
、
そ
の
形
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
）
9
（
が
、
何
故
、
知
礼
と
遵
式
は
、
改
め
て
懺
法
を
再
重
要
視
し
、
か
つ
、
新
た
な
懺
法
を
編
み
出

す
に
到
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
点
を
、
北
宋
期
の
仏
教
事
情
と
確
認
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
た
い
。
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三　

北
宋
期
の
仏
教
政
策
と
仏
教
社
会

　

本
章
で
は
、
ま
ず
、
北
宋
期
以
前
の
後
周
の
仏
教
政
策
と
、
北
宋
期
の
仏
教
政
策
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

北
宋
以
前
の
仏
教
政
策
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
の
前
提
と
し
て
、
後
周
（
九
五
一
〜
九
六
〇
）
の
世
宗
（
九
二
一
〜
九
五
九
）
が
施

行
し
た
廃
仏
令
が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
政
策
は
、
顕
徳
二
年
（
九
五
五
）
に
断
行
さ
れ
た
。『
仏
祖
統
紀
』「
歴
代
会
要
志
第
十
九
之
四
」
に

は
、「
勅
民
間
銅
像
輸
官
鋳
銭
。
廃
寺
院
三
千
三
百
所
。
不
許
私
度
僧
）
10
（

尼
。 」
と
あ
り
、
㈠
銅
像
等
の 

供
出
、
㈡
寺
院
の
廃
毀
、
㈢
僧
尼
の

出
家
制
限
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
世
宗
の
廃
仏
令
は
、
三
武
一
宗
の
法
難
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
代
の
会
昌
の
法
難
（
八
四
〇
〜
八

四
六
）
の
よ
う
な
全
面
的
な
廃
仏
、
ま
た
は
、
仏
教
・
道
教
に
よ
る
争
い
が
発
端
で
は
な
く
、
国
家
の
経
済
窮
迫
を
救
う
た
め
と
、
過
剰

な
僧
尼
と
寺
院
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
）
11
（
た
。

　

次
に
、
北
宋
以
後
の
仏
教
政
策
を
み
て
い
く
と
、
太
宗
（
九
七
六
〜
九
九
七
）
の
太
平
興
国
四
年
（
九
七
九
）
に
、
紫
衣
・
師
号
を
賜

る
際
、
僧
侶
自
ら
が
申
請
す
る
こ
と
禁
止
し
、
天
子
の
誕
節
ご
と
に
、
僧
録
司
か
ら
推
挙
す
る
方
針
が
制
度
化
さ
れ
、
権
力
中
枢
の
主
導

権
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
僧
侶
が
高
位
を
得
る
に
は
、
支
配
者
層
（
役
人
等
）
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
時
の
仏

教
社
会
は
、
国
家
に
従
属
す
る
関
係
が
強
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
仏
教
政
策
以
外
に
、
北
宋
期
で
は
、
度
牒
制
度
が

変
化
し
た
。
仏
門
に
入
り
得
度
を
す
る
場
合
、
同
時
代
に
は
、
三
つ
の
方
法
が
存
在
し
た
。
㈠
試
経
度
僧
、
㈡
特
恩
度
僧
、
㈢
進
納
度
僧

で
あ
る
。
㈠
試
経
度
僧
は
、
経
業
試
験
に
合
格
し
た
僧
尼
へ
度
牒
が
交
付
さ
れ
る
。
㈡
特
恩
度
僧
は
、
天
子
の
誕
生
等
の
場
合
に
、
無
試

験
で
度
牒
が
給
う
こ
と
が
で
き
る
。
㈢
進
納
度
僧
は
、
売
牒
を
意
味
す
る
。

　

売
牒
は
、
既
に
唐
代
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
北
宋
期
で
は
、
法
名
を
記
さ
な
い
空
名
度
牒
も
発
行
さ
れ
）
12
（
た
。『
仏
祖
統
紀
』「
歴
代
会
要

志
第
十
九
之
一
」
に
は
、「
自
治
平
末
。
始
売
度
牒
。」
と
あ
る
。
十
一
世
紀
中
葉
に
は
、
売
牒
が
あ
っ
た
と
い 

え
）
13
（
る
。
そ 

し
て
、
空
名
の

売
牒
に
よ
る
金
銭
は
、
国
家
の
財
源
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

以
上
、
後
周
と
北
宋
期
の
仏
教
政
策
を
対
比
し
つ
つ
、
注
目
す
べ
き
点
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
後
周
で
は
、
廃
仏
に
よ
る
弾
圧
を
加
え
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た
が
、
北
宋
期
で
は
、
異
な
っ
た
政
策
を
促
し
た
こ
と
と
な
る
。
紫
衣
・
師
号
の
一
例
か
ら
は
、
国
家
が
仏
教
社
会
を
支
配
す
る
構
図
が

生
ま
れ
、
度
牒
の
一
例
か
ら
は
、
国
家
が
新
た
に
寺
僧
か
ら
金
銭
を
徴
収
す
る
状
況
が
生
じ
て
い
る
。
何
故
、
新
た
に
金
銭
を
搾
取
す
る

必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
景
徳
元
年
（
一
〇
〇
四
）
に
北
宋
・
遼
の
間
で
結
ば
れ
た
講
和
条
約
「
澶
淵
の
盟
」

が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
宋
と
遼
は
度
々
軍
事
衝
突
を
起
こ
し
て
お
り
、
同
年
に
は
、
遼
の
聖
宗
（
九
七
二
〜
一
〇
三
一
）
が
開
封

に
近
い
澶
淵
ま
で
攻
め
入
り
、
北
宋
の
真
宗
は
、
こ
れ
を
迎
え
打
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
両
軍
は
交
渉
を
進
め
、
軍
事
的
に
劣
勢
な
北
宋

が
、
毎
年
、
遼
に
、
絹
二
十
万
匹
と
銀
十
万
両
を
送
る
こ
と
で
和
議
が
成
立
し
て
い
）
14
（

る
。
つ
ま
り
、
澶
淵
の
盟
に
到
る
ま
で
は
、
国
軍
維

持
に
余
念
が
な
い
状
態
で
あ
り
、
和
議
以
後
は
、
遼
へ
の
新
た
な
出
費
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
軍
事
と
経
済
援
助
の
財
源
を

補
う
た
め
に
、
北
宋
は
、
仏
教
教
団
を
解
体
せ
ず
、
政
治
利
用
と
し
て
国
家
の
枠
組
み
に
従
属
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

で
は
、
次
に
、
趙
宋
天
台
の
動
向
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

十
世
紀
中
葉
、
義
寂
（
九
一
九
〜
九
八
七
）
は
、
戦
乱
や
破
仏
に
よ
り
、
天
台
に
関
す
る
典
籍
が
ほ
と
ん
ど
中
国
本
土
で
は
散
逸
し
、

こ
れ
を
収
集
す
る
政
策
提
言
を
、
呉
越
王
銭
弘
俶
（
九
二
九
〜
九
八
八
）
に
申
し
出
て
い
る
。
銭
弘
俶
は
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
使
を
高

麗
、
日
本
に
遣
わ
し
た
。
そ
し
て
、
高
麗
で
は
諦
観
（
？
〜
九
七
一
）
が
、
日
本
で
は
延
暦
寺
僧
日
延
（
生
没
年
不
詳
）
が
、
こ
の
要
請

に
応
じ
、
天
台
典
籍
が
呉
越
に
遺
流
し
）
15
（
た
。
こ
の
義
寂
の
働
き
か
け
と
、
諦
観
と
日
延
の
呼
応
を
機
縁
と
し
て
、
趙
宋
天
台
は
復
興
に
前

進
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
趙
宋
天
台
の
復
興
の
中
で
、
十
世
紀
中
葉
前
後
に
お
い
て
、
懺
法
を
実
修
し
た
と
考
え
ら
れ
る
僧
侶
に
、
㉚
延
寿
（
九
〇
四

〜
九
七
五
）
が
い
た
。
㉚
で
は
、
天
台
山
国
清
寺
に
て
法
華
懺
法
を
実
修
し
て
お
り
、
ま
た
、
銭
弘
俶
に
請
わ
れ
て
、
方
等
懺
法
を
実
修

し
て
い
）
16
（
る
。
し
か
し
、
賛
寧
（
九
一
九
〜
一
〇
〇
一
）
が
、
端
拱
元
年
（
九
八
八
）
に
撰
述
し
た
『
宋
高
僧
伝
』
の
「
師
律
）
17
（
伝
」
に
は
、

本
来
、
懺
悔
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
懺
法
が
、
近
年
は
、
招
福
除
災
を
修
す
る
の
み
と
し
、
淮
河
よ
り
以
南
の
者
は
、
た
だ
懺
法
を
行

ず
る
だ
け
で
、
過
度
な
費
用
を
用
い
る
と
あ
る
。
こ
の
「
師
律
伝
」
の
一
説
か
ら
、
当
時
の
懺
法
は
、
本
来
の
目
的
が
薄
れ
、
ま
た
、
淮

河
よ
り
南
部
の
懺
法
の
状
況
も
批
判
的
な
見
地
が
見
受
け
ら
れ
る
。
中
国
天
台
の
中
心
寺
院
は
、
智
顗
が
開
い
た
天
台
山
国
清
寺
で
あ
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り
、
中
国
南
部
（
現
、
浙
江
省
）
に
位
置
す
る
。「
師
律
伝
」
に
み
ら
れ
る
「
自
淮
以
南
」
は
、
中
国
天
台
の
懺
法
に
つ
い
て
批
判
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

結
語

　

以
上
、 

後
周
、
北
宋
期
の
仏
教
政
策
と
同
時
期
の
仏
教
社
会
の
動
向
を
合
わ
せ
て
考
察
し
た
。
世
宗
の
法
難
以
降
、
北
宋
期
で
は
、
新

た
な
仏
教
政
策
に
よ
り
、
仏
教
側
は
、
国
家
に
従
属
し
て
く
関
係
が
生
ず
る
が
、
廃
仏
政
策
は
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
破
却
な
ど
弾
圧
は
な

く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
後
周
の
法
難
以
降
、
仏
教
社
会
の
中
で
趙
宋
天
台
は
、
復
興
事
業
に
勤
め
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
懺
法
は
十

世
紀
後
半
以
降
も
実
修
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、「
師
律
伝
」
に
あ
る
よ
う
に
、
懺
法
に
対
す
る
批
判
的
な
意
見
も
現
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
現
状
か
ら
、
知
礼
や
遵
式
は
、
天
台
復
興
の
動
向
と
、
か
つ
、
現
状
の
実
修
を
鑑
み
た
上
で
、
四
種
三
昧
に
含
ま
れ
る
懺
法
を
改
め
て

重
要
視
し
、
新
た
に
作
成
・
編
纂
を
行
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
1
） 

先
学
の
研
究
と
し
て
、
塩
入
良
道
『
中
国
仏
教
に
お
け
る
懺
法
の
成
立
』（
大
正
大
学
天
台
学
研
究
室
、
二
〇
〇
七
年
）、
大
野
榮
人
「
第
二
章　

天
台
智
顗
の
禅
法
と
観
法
の
形
成　

第
一
節　

中
国
に
お
け
る
方
等
懺
法
の
実
修
と
そ
の
意
義
」（『
天
台
止
観
成
立
史
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
九

四
年
）、
福
島
光
哉
『
宋
代
天
台
浄
土
教
の
研
究
』（
文
栄
堂
書
店
、
一
九
九
五
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
2
） 

梁
・
隋
・
初
唐
は
、
拙
稿
「
懺
法
に
お
け
る
宗
教
的
倫
理
と
儀
礼
」（『
日
本
佛
教
学
会
年
報
』
第
七
十
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）
二
七
〜
四
七
頁
、

唐
代
は
、
拙
稿
「
唐
代
に
お
け
る
懺
法
の
実
修
」（『
東
海
佛
教
』
第
五
十
六
輯
、
二
〇
一
一
年
）
一
一
一
〜
一
二
六
頁
、
北
宋
期
初
頭
（
十
世
紀
後

半
の
み
）
は
、
拙
稿
「
宋
代
に
お
け
る
懺
法
の
実
修
│
北
宋
期
初
頭
の
懺
法
を
中
心
と
し
て
│
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
五
十
九
巻
第
二
号
、

二
〇
一
一
年
）
六
一
九
〜
六
二
二
頁
で
述
べ
て
き
た
。

（
3
） 

『
仏
祖
統
紀
』（『
大
正
蔵
』
巻
四
十
九
）。
な
お
、『
仏
祖
統
紀
』
は
、
北
宋
期
の
仏
教
事
情
を
知
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
年
号
な
ど
細
部
に
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誤
り
も
散
見
さ
れ
る
。

（
4
） 

北
宋
期
初
頭
に
お
い
て
、
趙
宋
天
台
は
、
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
〜
五
九
七
）
の
『
金
光
明
玄
義
』
広
略
二
本
の
真
偽
問
題
を
発
端
に
、
山

家
・
山
外
派
に
分
か
れ
四
十
年
程
の
論
争
を
行
っ
て
い
た
。
知
礼
・
遵
式
と
そ
の
師
で
あ
る
義
通
（
九
二
七
〜
九
八
八
）
ら
の
一
門
・
派
下
を
、
天

台
正
統
派
「
山
家
」
と
呼
び
、
慶
昭
（
九
六
三
〜
一
〇
一
七
）・
智
円
（
九
七
六
〜
一
〇
二
二
）
ら
の
一
門
（
④
の
咸
潤
）
を
銭
塘
派
「
山
外
」
と

呼
ん
だ
。
但
し
、
福
島
光
哉
氏
は
、
遵
式
の
動
向
に
つ
い
て
「
遵
式
は
山
外
派
と
の
論
争
に
は
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
注（
１
）参
照
）
八
二
頁
。

（
5
） 

鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』（
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
二
三
八
〜
二
四
四
頁
。

（
6
） 

『
仏
祖
統
紀
』（『
大
正
蔵
』
巻
四
十
九
、
二
五
九
ｃ
）。

（
7
） 

「
四
種
三
昧
」
に
は
、「
常
坐
三
昧
・
常
行
三
昧
・
半
行
半
坐
三
昧
・
非
行
非
坐
三
昧
」
と
あ
り
、
懺
法
が
実
修
さ
れ
る
の
は
、「
常
行
三
昧
（
阿

弥
陀
懺
法
）」、「
半
行
半
坐
三
昧
（
法
華
懺
法
等
）」
と
な
る
。

（
8
） 

『
仏
祖
統
紀
』（『
大
正
蔵
』
巻
四
十
九
、
四
五
〇
ａ
）。

（
9
） 

注（
２
）参
照
（『
日
本
佛
教
学
会
年
報
』
第
七
十
四
号
）
四
一
頁
。

（
10
） 

『
仏
祖
統
紀
』（『
大
正
蔵
』
巻
四
十
九
、
四
七
一
ｂ
）。

（
11
） 

竺
砂
雅
章
「
宋
初
の
政
治
と
宗
教
」（『
宋
元
佛
教
文
化
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
）
三
六
七
頁
。

（
12
） 

竺
砂
雅
章
「
宋
代
仏
教
社
会
史
に
つ
い
て
」（
注（
11
）参
照
）
四
四
七
頁
。

（
13
） 

鎌
田
茂
雄
氏
は
、「
売
牒
は
神
宗
の
頃
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
が
、
売
牒
の
事
実
は
神
宗
以
前
に
も
あ
っ
た
ら
し
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。（
注

（
５
）参
照
）
二
二
〇
頁
。

（
14
） 

上
川
通
夫
「
第
四
節　

澶
淵
の
盟
と
日
本
」（「
第
Ⅰ
部　

東
ア
ジ
ア
と
日
本
中
世
部
仏
教
」『
日
本
中
世
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
塙
書
房
、
二

〇
一
二
年
）
六
〇
〜
六
一
頁
。

 
 

小
島
毅
「
澶
淵
の
盟
と
封
禅
」（「
第
二
章　

宮
廷
の
運
営
」『
中
国
の
歴
史
07　

中
国
思
想
と
宗
教
の
奔
流
』
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
）
七
三
〜

七
六
頁
。

（
15
） 

注（
５
）参
照
、
二
一
七
頁
。

 
 

注（
14
）、
上
川
氏
参
照
、
六
九
〜
七
〇
頁
。
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（
16
） 

注（
２
）参
照
（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
五
十
九
巻
第
二
号
）
六
一
九
頁
、
典
拠
は
、『
宋
高
僧
伝
』（『
大
正
蔵
』
巻
五
十
、
八
八
七
ｂ
）。

（
17
） 

注（
16
）参
照
、
典
拠
は
、『
宋
高
僧
伝
』（『
大
正
蔵
』
巻
五
十
、
八
八
七
ｂ
〜
ｃ
）。
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The Practice of Senbō in the Northern Song Period

Shoken Kato

 Senbō performed prosperously in China from 6 century, the original purpose 
is an ascetic Buddhist service of the confessor, but it is the Buddhism courtesy to 
implore the healing, life-sustaining and removing obstacles. At the 10 century in 
Northern Song period, Senbō performed the same courtesy to implore it. The 
remarkable characteristic of this area is that two monk (Chirei and Junshiki) 
performed central personage, and their common is that eagerly perform and made 
a few the Senbō.
 As the first reason, there was the criticism that primarily mean of the Senbō 
(Buddhist service of the confessor) lost and it had been courtesy. The other, 
Chinese-Tendai (Buddhism-group) revived from the waste Buddha (Haibutsu) in 
those days. For these reasons, I think that Chirei and Junshiki performed eagerly 
the original purpose, made a few it.



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


